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共生のひろば　６号 , ７９－８１, ２０１１年３月

森のマドンナ！ ヒメユズリハ

増井啓治（植物リサーチクラブの会）

はじめに

六甲山南側の山麓で、大きな木がある森といえば、お宮やお

寺の森である。これらの森ではヒメユズリハがよく目にとまる。

ヒメユズリハは正月飾りの〆縄のダイダイの下にある緑色の

葉っぱとしておなじみである。ヒメユズリハは、暖かい地域の

海岸に近い森で見られ、大きな木になると、高さは 15 メート

ルを超え、直径も80センチメートルに近い大木となる。花には、

花びらがないため目立たない。実は紺色に白い粉を吹いた楕円

形で、雌の木だけに実ができる。葉の表はすべすべだが、葉の

裏は白っぽく細かい網目が目立つ。葉が、葉柄から微妙な角度

で伸びている様がいとおしい。大きな葉のユズリハに比べてか

わいいので、姫の名が付けられたそうな。このヒメユズリハは、

どのような木たちと森をつくり、その木たちはどのような暮ら

し方をしているのだろうか、それを知りたいと思った。

調査方法

ヒメユズリハが暮らしているお宮やお寺の森５ヶ所に、15

メートル四方の正方形の枠を引いた。そして、何年かその森に

暮らしてきたと思われる胸高直径３cm 以上の木について、種

類と本数、それに胸高直径と樹高を測った。これらのデータか

ら、ヒメユズリハの暮らす森の中では、どんな種類の木が多い

のか、どんな暮らし方の木が多いのか、それを考えた。

結果

１．どんな種類の木が多いか

５ヶ所の森で調査した木ついて、各々の種類がどれだけ多くの森に出現したか、出現本数が

多かった木の種類はなにか、木の高さが高かった木の種類はなにか、幹の太さが太かった木の

種類はなにか、幹の断面積合計が多かった木の種類はなにかについて、順位を付けて、上位５

位までを次の表に示した。
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この表になんども名前が出てくる木が、調査した森の主役たちだと考えた。その結果、ヒメ

ユズリハ、クロガネモチ、ヤマモモ、ヤブニッケイ、モッコク、ネズミモチ、ヤブツバキなど

の木が、六甲山南麓において、お宮やお寺の森をつくっている木たちだとわかった。

２．どんな暮らし方の木が多いか

木には、冬でも緑の葉っぱをつけて

いる常緑樹と冬には葉っぱを落とす落

葉樹のふたつのタイプがある。調査し

た森の木は、どちらのタイプが多いの

だろうか。多さを比べるときには、木

の本数の多さで比べたり、木の幹の体

積の多さで比べたり、木の葉っぱの量

の多さで比べたり、といろんな方法が

ある。ここでは何年もかけて成長して

きた木の幹の体積に注目し、その体積

の多さをよく表す幹の断面積で比べて

みることにした。各々の木の分量を円

グラフにして、常緑樹と落葉樹に色分

けした。そうすると幹の断面積の割合

で 90.5％が、常緑樹であることがわ

かった。

つぎに、木たちはどうやって森の中

に、広がっていくのだろうか。調査し

た森の木たちの果実を、鳥などに食べ

られてタネが運ばれるものと、ドング

リのような堅い実のものに分けた。そ

して、さっきと同じように、円グラフ

にして色分けした。そうすると、幹の

断面積の割合で、鳥などに食べられて

タネが運ばれる果実をもった木たちが

82.9％もあった。
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まとめ

このように六甲山南麓において、お宮やお寺の森をつくっている木たちは、ヒメユズリハ、

クロガネモチ、ヤマモモ、ヤブニッケイ、モッコク、ネズミモチ、ヤブツバキなどの常緑樹で

あった。そして、それらのうちの多くのものが、鳥などに果実が食べられてタネが運ばれるこ

とで、森の中に広がっていく木たちであることがわかった。

六甲山南麓では、住宅地が山すそまで駆け上がり、その上は急斜面の山腹である。その接線

のような位置に、ヒメユズリハの暮らすお宮やお寺の森が点々とある。これらの森は、お宮や

お寺の宗教的雰囲気を醸し出すだけではない。生き物たちの生育・生息場所としても役立って

いる。訪れる人たちにとって、緑、憩い場、生涯学習の場といった生活環境としても重要であ

る。お宮やお寺の森の中にいると、そのように感じる。


